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～準備すること、努力することの大切さ～ 
校庭のサザンカがきれいに咲き、長い長い二学期がようやく終わりました。保護者の皆様、本校の教育

活動にご理解とご協力を賜り有難うございました。終業式では、子どもたちにこんなお話をしました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

立花北小学校の皆さん、おはようございます。今日で長い長い二学期が終わりますね。そしてあと一週間で今年が終わり

ます。校長先生は、立北の子どもってスゴいな！と思った二学期でした。特に印象深かったことを二つ紹介します。 

一つ目は、皆さんがとっても頑張った『音楽会』です。校長先生はこれまで何十

回も音楽会を経験していますが、これほど感動した音楽会は初めてでした。校長先

生は感動のあまり、最後の６年生の歌が終わった瞬間、涙があふれてきました。皆

さんの本気の思いがしっかり伝わってきたからです。「歌や合奏に心を込める」「聴

く人に感動を届ける」そんな思いがしっかりお家の方々にも伝わり、体育館に湧きおこったいっぱいの拍手、覚えている人

も多いことでしょう。本当にうれしかったですね。この音楽会を通して、皆さんの心に留めておいてほしいことがあります。

それは、「感動」や「成功」そしてやったぞ！という「達成感」は、突然目の前に現れるものではないということ。最初、

こんな難しいことできるかな…と不安に思った人が何人もいたようです。それでも本番に向けて、一人一人がしっかり準備

をし、努力していきました。そして、みんなの気持ちがひとつになり、最後は最高の音楽会を創り上げることができました。

今回のことを通して、しっかり準備することの大切さ、あきらめずに努力したその先に感動が待っていることを経験できた

と思います。このことは「音楽会」だけのことではありませんね。これからも忘れないでいてほしいと思います。 

二つ目、それは皆さんの『元気』です。実は、この二学期は尼崎

じゅうの小学校で毎日のように学級閉鎖が起こってきました。多い

学校は１０学級以上のクラスが学級閉鎖になったところもありま

す。立花北小学校はというと、みんなとても元気に過ごすことがで

きました。１クラスだけ学級閉鎖をしましたが、それもひどいから閉鎖にしたのではなく、広がらないために念のため学級

閉鎖にしただけで、すぐに元気になりました。この、毎日元気に学校に来る…ということも、実は当たり前のようで当たり

前ではないのです。毎日、「しっかり食べる」「寒さの負けず外で元気に遊ぶ」「夜更かしせずにしっかり眠る」といった

日頃のことをしっかりしているから元気に過ごせたのです。元気に過ごした自分自身だけでなく、皆さんの健康のことをい

つも考えてくださっている保健室先生、給食の先生、そして毎日エネルギーを送ってくださる家族や地域の方々など、沢山

の人たちのおかげで元気に過ごせたことを皆さんには知っててほしいと思います。 

さて、明日から冬休みですね。冬休みには大晦日、そして元旦という一年の大きな節目があります。神社に行って初詣を

する人、お墓参りをする人もいるかもしれません。そんな時、「一年の願い事」ではなく、「一年の決心」をしっかり準備

して行ってほしいと思います。「何々を買ってもらえますように」とか「よい年になりますように」というのが単なる「願

い事」です。そうではなく「ピアノがうまくなりますように…、そのために毎日、練習を頑張ります。」というのが「決心」

です。ただ願うだけでよいことを待っているのではなく、しっかり「決心」を考えて準備をする人に成功は訪れます。あと

一週間ありますから、しっかりと決心を準備しておくようにしましょう。・・・・・・・・・・・・・こんなお話でした。 

「たのまない」と「つよいからだ」 

冬休みの暮らしについて、担当の教員からお話がありました。一つ目は、お金をおごったおごられた、

貸した借りた…のトラブルがないようにしましょうというお話です。お年玉をもらう人もいると思いま

すが、お金の使い方については、ご家庭でお子さまと一緒に話し合っていただけたらと思います。 

二つ目は、寒いからといって家でゲームや夜更かしばかりしていないで、外で元気に遊びましょうと

いうお話でした。始業式には子どもたちの元気な顔が見られることを楽しみにしています。 

３学期には、1.17防災訓練が立花北小学校を市内がメイン会場となり行われます。今

から 29 年前に発生した阪神淡路大震災は、どんな地震だったのか。当時の人々の暮ら

しはどんな様子だったのか。この冬休みには、おじいちゃんやおばあちゃんに当時の様

子を聴いたり、ご家族で神戸の『人と防災未来センター』や淡路島の『北淡震災記念公 

当時の尼崎市のようす     園』などの震災を学ぶ施設にお子さまと出かけたりしてみてはいかがでしょうか。     

はぐくみ  
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